
戦後80年を経て現存するれんが造の旧軍施
設は、新たな使命を持って転活用されてい
ます。今回の企画展では、戦後80年という
節目の年に軍のれんが建造物の今の姿を使
用されていたれんがとともに紹介します。

⑧

記憶を刻む赤れんが ：

舞鶴市立赤れんが博物館 小企画展

戦後80年と旧軍施設の変遷

舞鶴市立赤れんが博物館 〒625-0036 京都府舞鶴市字浜2011番地
TEL 0773-66-1095／FAX 0773-64-5123

呉鎮守府［画像：森本茂 撮影『広島県史蹟名勝写真帖』,教育公報社,昭和10. 
国立国会図書館デジタルコレクション httpsdl.ndl.go.jppid1024473］

海上自衛隊呉地方総監部庁舎（旧呉鎮守府庁舎）

【入館料】

【 会 場 】 舞鶴市立赤れんが博物館２階

常設展示と共通
一般400円、学生150円
舞鶴市内在住または在学の学生は無料

8/2 ‐ 9/23[土] [火・祝]2025

会期中無休9:00～17:00 (入館は16:30まで) ギャラリートーク 9/20 (土)11:00～11:30
会場で展示資料を解説します

申込
不要

旧第二海保 2019(令和1)年[画像：国土地理院地図全国最新写真(撮影2019年）を加工して使用]

関東大震災直後に撮影された東京湾要塞第二海堡 1923(大正12)年［画像：「震災航空関係（５）」
JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C08050975600、大正１２年 公文備考 巻１５８ 変災災害

（防衛省防衛研究所）］
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